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１
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１
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１ 年
齢  

五
月
，
西
国
旅
行
に
出
発
。 

 

九
月
，
大
坂
で
発
病
し
，
十
月
十
二
日
花
屋
仁
右
衛
門
宅
で
没
。
膳
所
の
義
仲
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
。 

 

三
月
，
甥
の
桃
印
没
。 

 

五
月
，
再
興
さ
れ
た
芭
蕉
庵
（
第
三
次
）
に
移
る
。 

 

四
月
（
～
五
月
）
，
嵯
峨
の
落
柿
舎
滞
在
。
「
嵯
峨
日
記
」
刊
。 

 

七
月
，
「
猿
蓑
」
刊
。 

 

十
一
月
，
江
戸
に
帰
る
。 

 

四
月
，
幻
住
庵
に
入
る
。 

六
月
，
「
ひ
さ
ご
」
刊
。 

 

三
月
，
芭
蕉
庵
を
売
却
し
，「
お
く
の
ほ
そ
道
」（
曾
良
を
同
行
）
の
旅
。 

「
曠
野
」
刊
。 

 

八
月
，
「
更
科
紀
行
」（
越
人
を
同
行
）
の
旅
。 

 

八
月
，
「
鹿
島
紀
行
」（
曾
良
・
宗
波
を
同
行
）
の
旅
。 

 

十
月
（
～
翌
年
四
月
）
，
「
笈
の
小
文
」
の
旅
。 

「
旅
人
と
わ
が
名
呼
ば
れ
ん
初
し
ぐ
れ
」 

「
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音
」
を
巻
頭
に
「
蛙
合
」
を
催
す
。 

 

こ
の
年
，
曾
良
が
入
門
，
芭
蕉
庵
近
く
に
住
む
。 

 

八
月
（
～
翌
年
四
月
）
，
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
の
（
千
里
を
同
行
。）
旅
。 

「
野
ざ
ら
し
を
心
に
風
の
し
む
身
哉
」 

 

冬
，「
冬
の
日
」
刊
。 

 

五
月
，
江
戸
に
帰
る
。 

 

六
月
，
母
，
郷
里
で
没
。 

 

九
月
，
芭
蕉
庵
（
第
二
次
）
再
建
。 

 

三
月
，
「
武
蔵
曲
」
刊
。
芭
蕉
を
名
の
る
。 

 

十
二
月
，
江
戸
の
大
火
で
芭
蕉
庵
焼
失
。
甲
斐
（
山
梨
県
）
に
移
る
。 

 

門
人
李
下
寄
贈
の
芭
蕉
を
庵
に
植
え
，
芭
蕉
庵
（
第
一
次
）
と
号
す
。 

「
芭
蕉
野
分
し
て
盥
（
た
ら
い
）
に
雨
を
聞
く
夜
か
な
」 

 

こ
の
こ
ろ
，
仏
頂
和
尚
の
も
と
で
禅
を
学
ぶ
。 

 

深
川
の
草
庵
（
の
ち
の
芭
蕉
庵
）
に
入
る
。 

 

「
松
尾
宗
房
入
道
」
と
名
の
り
，
剃
髪
す
る
。 

 

日
本
橋
に
住
み
，
神
田
上
水
の
水
役
（
事
務
）
を
副
業
と
す
る
。 

 

帰
郷
し
，
甥
の
桃
印
（
十
六
歳
）
を
江
戸
に
連
れ
下
る
。 

 

こ
の
年
，
俳
号
桃
青
を
名
の
る
。 

 

北
村
季
吟
よ
り
秘
書
「
埋
木
」
の
伝
授
を
受
け
，
俳
諧
師
の
免
状
を
得
る
。 

 

一
月
，
「
貝
お
ほ
ひ
」
成
る
。 

二
月
，
江
戸
に
下
る
。 

 

四
月
，
主
君
良
忠
没
。
藤
堂
家
を
出
て
，
京
都
に
上
る
。 

松
江
重
頼
撰
の
「
佐
夜
中
山
集
」
に
松
尾
宗
房
の
名
で
二
句
入
集
す
る
。 

こ
の
こ
ろ
，
藤
堂
良
忠
（
俳
号
蝉
吟
，
当
時
二
十
一
歳
）
に
仕
え
る
。 

二
月
，
父
没
。 

伊
賀
上
野
の
松
尾
与
左
衛
門
の
次
男
と
し
て
誕
生
。
幼
名
金
作
，
通
称
甚
七
郎
，
名
を
宗
房
と
称
す
。 

事 
 

 

項 

おくのほそ道の終着地・岐阜を想う 

 ～夏草「おくのほそ道」から～

 

資料①

 


